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第二期中期目標期間における実績例 
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１ 医療 

  

 

ハイブリッド手術室＊を活用した腹部並びに胸部大動脈瘤に対するステントグラフト内挿術など、低

侵襲で効果的な治療を実施し、実績が増加した。 

 

    

 

 

 

最新機器を用いたがんの鑑別診断であるコンベックス内視鏡下穿刺術（ＥＵＳ－ＦＮＡ）を実施し、

実績が増加した。 

 

 

 

 

 

早期の胃がんや食道がん、大腸がんに対し、低侵襲な内視鏡下粘膜下層剥離術（ＥＳＤ）を積極的に

実施し、実績が増加した。 

24件 

46件 
53件 

57件 

２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 

合計 

ステンドグラフト内挿術（腹部

大動脈瘤） 

ステントグラフト内挿術（胸部

大動脈瘤） 

コイル塞栓術件数（脳動脈瘤） 

ステント留置術件数（内頚動脈

狭窄症） 

ハイブリット

手術室新設 

0件 
28件 

118件 124件 

２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 

コンベックス内視鏡下穿刺術* 

実施初年度 

21件 

74件 

105件 
120件 

２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 

内視鏡下粘膜下層剥離術（ESD）

実施件数 

胃がんのみ

対象 

食道がん、大腸が

んにも対象を拡大 

【血管病医療】ステントグラフト内挿術等実施件数 

【高齢者がん医療】コンベックス内視鏡下穿刺術＊実施件数 

【高齢者がん医療】内視鏡下粘膜下層剥離術＊実施件数 

＊ レントゲン透視機器を備えた手術室 

＊ 開腹せずに内視鏡のみで病変を一括切除し治療する内視鏡治療 

＊開胸・開腹せずにがんの確定診断を行う方法 
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認知症関連ＭＲＩ及び脳血流ＳＰＥＣＴの実施件数を着実に伸ばし、認知症の早期診断の推進及び診

断精度の向上に努めた。 

 

 

 

 

高齢者総合機能評価（ＣＧＡ）＊2に基づき、患者に応じた適切な治療、早期リハビリテーションを実施

し、早期離床、早期退院を図り、退院後のＱＯＬを確保した。 

 

 

  

1,253件 

1,443件 1,488件 

1,660件 

915件 909件 

1,196件 1,221件 

２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 

認知症関連MRI実施件数 

脳血流SPECT実施件数 

95.0% 

87.6% 88.8% 

93.9% 

２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 

総合評価加算算定率 

【認知症医療】ＭＲＩ、ＳＰＥＣＴ実施件数 

総合評価加算算定率＊1 

＊1 総合評価加算算定率＝総合評価加算算定件数/退院患者数 

＊2 高齢者の状態について、医学的評価だけでなく、生活機能、精神機能、社会・環境の３つの面から総合的に捉えて問題

を整理し、評価を行うことで、生活の質（ＱＯＬ）を高めようとする方法 
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救急受入体制の強化や受入状況の検証、地域医療機関との連携等により、救急患者の受入れを着実に実

施した。 

 

 

 

 

患者満足度調査の結果等を踏まえて改善に取り組むなど、患者サービスの向上に努めた。 

 

 

8,012件 7,974件 

9,200件 
10,102件 

２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 

救急患者受入数 

86.6% 

89.7% 
91.1% 90.6% 

77.4% 77.0% 

78.9% 

81.3% 

２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 

入院患者満足度 

外来患者満足度 

救急患者受入数 

患者満足度 
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２ 研究 

 

 

米国老年学会、日本老年医学会をはじめ、国内外の学会に積極的に参加し、研究成果の発表を着実に行

った。 

 

 

 

 

文部科学省や厚生労働省などの研究費補助金への応募や共同研究・受託研究を推進し、外部研究資金の

積極的な獲得に努めたが、競争率の上昇等により２７年度は件数・金額ともに実績が低下した。 

   

 

 

 

老年学・老年医学公開講座の開催やホームページの活用、研究所 NEWSの発行等により、研究成果の都

民への普及を図った。 

 

605件 608件 612件 678件 
896件 901件 905件 

1,377件 

２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 

論文発表数 

学会発表数 

268件 255件 261件 
216件 

6,721千円 

7,254千円 7,209千円 

6,344千円 

２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 

外部資金獲得件数 

外部資金獲得金額 

（研究員一人あたり） 

6回 6回 6回 
4回 

3,421人 
3,067人 

1,712人 1,721人 

２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 

老年学・老年医学公開講座

（実施回数） 

老年学・老年医学公開講座

（受講人数） 

論文及び学会発表数 

老年学・老年医学公開講座の開催 

外部研究資金獲得件数及び金額 
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３ 業務運営等 

 

 

地域の医療機関との連携強化や適切な退院支援の実施に取り組み、平均在院日数の短縮を図った。 

  

 

 

 

救急診療体制の強化による救急患者の積極的な受入れなどにより、新入院患者の確保に努めた。 

  

 

 

 

平均在院日数の短縮を図りつつ、新入院患者の確保に努めたことにより、病床利用率が向上した。 

  

17.5日 
15.8日 

13.0日 
12.3日 

２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 

平均在院日数 

9,494人 9,569人 

11,576人 
13,053人 

２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 

新入院患者数 

84.5% 

79.7% 
80.8% 

86.2% 

２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 

病床利用率 

新施設への移転に伴

い、入院制限を実施 

平均在院日数 

新入院患者数 

病床利用率 


